






























































































粕
谷
興
紀
注
解

『延
喜
式
祝
詞

(付
)
中
臣
寿
詞
』

「
四
」
で
は
、
ま
ず
祝
詞
の
「
奏
上
体
」
と
「
官
一
読
体
」
に
つ
い
て
述
べ

る
。
奏
上
体
に
つ
い
て
は
「
御
門
祭
」
、
宣
読
体
に
つ
い
て
は
「
祈
年
祭
」

や
「
六
月
晦
大
破
」
な
ど
が
相
当
す
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、

即
ち
、
祈
年
祭

(月
次
祭
も
)
の
祝
詞
は

『義
解
』
に
言
、
つ
よ
う
に

「以
ニ
告
レ神
祝
詞
一
宣
斗
間
百
官
ご

と
い
う
祝
詞
な
の
で
、
「
宣
読
体
」

ま
金

と
い
う
形
を
と
る
が
、
そ
の
実
は
「
神
に
告
す
祝
詞
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
祝
詞
」
の
本
質
か
ら
言
え
ば
二
次
的

(後
時
的
)
な
祝
詞
で

あ
る
。
従
っ
て
「
の
り
と
」
と
い
う
も
の
は

一
義
的
に
は
す
べ
て
「
奏

上
体
」
の
も
の
で
「
神
に
申
し
上
げ
る
詞
」
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

「
祈
年
祭
」
の
祝
詞
も
、
そ
の
実
は
、
御
名
を
唱
え
上
げ
た
神

(神
々
)

に
奏
上
し
な
が
ら
、
参
列
し
て
い
る
者
ら
に
宣
り
聞
か
せ
、
祭
の
趣
旨

を
徹
底
し
班
幣
す
る
と
い
う
神
祇
政
策
の
上
か
ら
、
「
宣
読
体
」
と
い

う
形
を
と
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
説
く
。

ま
た
、
祝
詞
の
本
来
的
・
本
質
的
な
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
、
記
紀
の
天

石
屋
戸
の
段
、
特
に
神
代
紀
第
七
段

一
書
第
三
を
引
用
し
、
「
こ
の
神
話
に

見
る
よ
う
に
、
祝
調
の
本
質
は
言
葉
の
麗
美

(美
麗
と
も
い
う
)
さ
を
尽
し

て
の
「
神
へ
の
祈
り
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
具
体
的
な
姿
・
形
は
こ
の
「
延
喜
式
祝
詞
」
の

一
つ
一
つ
を
見
て

い
た
だ
く
に
優
る
こ
と
は
な
い
。
「
祝
詞
」
に
は
「
称
辞
寛
奉
」

(和
へ

四
六

ご
と

ぞ

ま
つ

辞
克
へ
奉
る
)
と
い
う
言
葉
が
決
ま
り
文
句
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
「
ほ
め
た
た
え
る
言
葉
を
尽
し
て
神
を
賞
讃
し
申
し

上
げ
る
」
の
意
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
祝
詞
の
最
も
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

そ
し
て
祝
詞
が
普
通
の
文
章
と
異
な
る
の
は
、
声
に
発
し
て
唱
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
呪
力

(ち
か
ら
)
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ニ
と
だ
ま

い
わ
ゆ
る
「
一言
霊
」

(一言
葉
の
持
つ
霊
力
)
の
発
揮
で
あ
る
。
そ
こ
で
私

は
祝
詞
の
場
合
は
「
文
章
」
と
言
っ

て
も
間
違
い
で
は
な
い
が
、
「
詞

章
」
と
言
、
つ
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

と
述
べ
る
。
声
に
発
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
言
霊
」
を
発
揮
す
る
。
祝
詞
の

本
質
を
言
い
当
て
た
指
摘
で
あ
る
。

「
五
」
で
は
、
校
訂
に
用
い
た
三
つ
の
写
本
、
九
条
家
本
、
卜
部
兼
永
自

筆
本
、
卜
部
兼
右
自
筆
本
と
江
戸
時
代
の
正
保
四
年
版
本
に
つ
い
て
解
説
を

加
え
、
「
小
字
万
葉
仮
名

一
覧
表
」
を
掲
げ
る
。

「
六
」
は
、
宣
読
体
「
祝
詞
」
の
「
官
一」
の
読
み
方
に
つ
い
て
の
考
察
で

丸
町
ヲ
心
。集

侍
神
主
・
祝
部
等
、
諸
問
食
登
宣
。
神
主
・
祝
部
等
共
称
レ唯
。
(
祈
年

祭
)
集
侍
親
王
・
諸
王
・
諸
臣
・
百
官
人
等
、
諸
問
食
止
宣
。
(
六
月
晦
大

f成

の
他
、

『続
日
本
紀
』
官
一命
の
「
諸
問
食
止
詔
」
(
第

一
詔
)
の
「
宣
」
を
ど



の
よ
う
に
訓
む
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
祝
詞
の
場
合
は
祝
詞
使
、
宣
命
の

場
合
は
宣
命
使
自
身
の
句
と
解
す
る
か
、
そ
れ
と
も
天
皇
自
身
の
言
葉
と
解

も

ろ

も

ろ

き

た

ま

す
る
か
で
読
み
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。
天
皇
の
場
合
、
「
諸
聞
き
食
へ
と

の

り

た

ま

も

ろ

も

ろ

宣
(
詔
)
ふ
」
で
、
祝
詞
使
や
宣
命
使
み
ず
か
ら
の
言
葉
で
あ
れ
ば
「
諸

き

た

ま

の

聞
き
食
へ
と
宣

(詔
)
る
」
と
訓
む
は
ず
の
も
の
と
す
る
。
結
論
と
し
て
は

宣
長
が
『
大
被
詞
後
釈

上
巻
』
や

『続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
で
解
く
よ
う
に

ノ
ル
と
訓
む
べ
き
説
を
支
持
し
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
文
脈
的
理
解
が
乏
し
く
な
っ
て
誤
読
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
事
を
述
べ
る
。
た
と
え
ば
、
九
条
家
本
等
の
「
六
月
晦
大
被
」

キ

、

タ

マ

ヘ

ヨ

ト

ノ

タ

マ

フ

も

ろ

も

ろ

き

た

ま

の

頭
の
訓
「
諸
問
食
止
官
一
」
は
「
諸
問
き
食
へ
と
宣
る
」
と
訓
む
べ
き
こ
の
冒

と
を
指
摘
し
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
延
喜
式
祝
詞
」
そ
の
も
の
の
中
に
も
「
平
安
時
代
の
神
祇
官
の

官
人
の
既
存
の
祭
犯
と
そ
の
祝
詞
に
つ
い
て
の
理
解
力
の
劣
化
を
示
す
祝
詞

が
存
在
す
る
」
と
し
、
「
広
瀬
大
忌
祭
」
の
「
六
御
県
能
山
口
伝
坐
皇
神
等
」

を
挙
げ
て
い
る
。

「
七
」
に
お
い
て
は
、
宣
長
の
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
論
に
着
目
し
た
吉
川
幸
次

郎
氏
の
説
を
紹
介
し
つ
つ
、
祝
詞
の
詞
章
の
特
色
を
論
じ
て
い
る
。

。

次
の
「
凡
例
」
で
は
、
本
書
の
方
針
が
示
さ
れ
、
各
祝
詞
の
注
釈
へ
移
る
。

各
祝
詞
の
注
釈
は
、
「
校
訂
本
文
」

(右
に
片
仮
名
傍
訓
付
き
)
、
「
訓
読
文
」
、

粕
谷
血
ハ
紀
注
解

『延
喜
式
祝
詞

(付
)
中
臣
寿
詞
』

「
注
解
」
、
そ
し
て
必
要
と
認
め
た
も
の
に
「
考
」
と
「
付
記
」
を
付
け
る
と

い
う
構
成
で
あ
る
。

ま
ず
、
ま
ず
本
文

(原
文
)
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
四
本
の
う
ち
、

卜
部
兼
、
水
本

(園
撃
院
大
附
晶
子
図
書
館
所
蔵
)
を
底
本
と
し
、
他
の
三
本
を
も
っ

て
校
訂
し
、
賀
茂
真
淵

『祝
詞
考
』
(
版
本
)
も
参
看
し
校
異
に
加
え
て
い

る。
実
際
に
本
文
を
見
て
み
る
と
、
漢
字
本
文
が
一
頁
あ
た
り
一
行
二
十
字
余

り
八
行
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
校
異
が
脚
注
に
あ
る
。
こ
れ
は
大
変
見
や
す

く
片
仮
名
傍
訓
も
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
読
者
に
と
っ
て
は
大
変
分
か
り
ゃ

す
く
、
著
者
が
祝
詞
の
本
文
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。
な
お
、

各
「
祝
詞
」
の
本
文

(原
文
)
は

一
括
し
て
掲
げ
て
い
る
。

続
く
「
訓
読
文
」

(後
ろ
の
注
解
も
)
は
、
長
い
も
の
に
つ
い
て
は
段
分
け

を
し
て
読
み
や
す
さ
の
配
慮
を
す
る
。
最
初
の
「
祈
年
祭
」
の
祝
詞
は
、
十

よ

二
段
に
分
割
し
て
い
る
。
「
本
文
を
い
か
に
正
し
く
訓
む
か
は
、
祝
詞
研
究

の
基
本
的
な
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
も
先
学
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
正

確
を
期
し
た
つ
も
り
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
述
べ
る
。

「
注
解
」
に
つ
い
て
は
、
「
分
か
り
ゃ
す
く
」
と
つ
と
め
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
、
著
者
の
考
え
を
特
に
述
べ
た

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
考
」
と
し
て
詳
述
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
祈
年
祭
」

祝
詞
で
は
、
そ
の
「
考
」
で
〔
祈
年
祭
と
は
〕
と
し
て
そ
の
考
察
が
な
さ
れ

四
七



粕
谷
興
紀
注
解

『延
喜
式
祝
詞

(付
)
中
臣
寿
詞
』

て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
注
解
」
「
考
」
に
は
筆
者
の
長
年
の
研
究
成

果
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
や
筆
者
自
身
の
論
文
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

「
注
解
」
の
例
と
し
て
、
前
掲
の
解
説
「
六
」
の
問
題
と
も
関
わ
る

「祈

年
祭
」
祝
詞
の
冒
頭
の

一
文、

う
ご

な

は

べ

か
む
ぬ
し

は

ふ

り

ペ

ら

も
ろ
も
ろ
し
同
l
l卜
ほ
ほ

lil--め
|
|

集
は
り
侍
る
神
主

・
祝
部
等
、
諸
聞
き
食
へ
と
宣
る
。

き

た
ま

の

の
傍
線
部
「
聞
き
食
へ
と
宣
る
」
か
ら
「
注
解
」
を
引
用
す
る
。

聞
き
食
へ
と
宣
る
|
「
食
へ
」
は
下
二
段
活
用
の
謙
譲
の
補
助
動
詞
の

命
令
形
。
天
皇
が
主
宰
し
て
斎
行
さ
れ
る

(朝
廷
の
)
祭
の
祝
詞
で
あ

る
か
ら
、
皆
々
「
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
↓
承
れ

・
拝
聴
せ
よ
」
の
意
。

九
条
家
本
の
古
訓
に
「
キ
、
タ
マ
ヘ
ヨ
」
と
あ
る
が
「
ヨ
」

(相
手
に

対
す
る
念
押
し
の
終
助
詞
)
は
古
く
は
な
し
。
名
義
抄
に
「
間
食

〈キ
、
タ
マ
フ

・
キ
コ
シ
メ
ス
〉
」
と
あ
る
。
「
宣
る
」
は
祝
詞
に
お
い

て
は
上
の
者
が
下
の
者
に
対
し
て
、
威
厳
を
も
っ
て
言
い
聞
か
せ
る
、

宣
り
聞
か
せ
る
、
の
意
。
九
条
家
本
の
古
訓
に
「
ノ
タ
マ
フ
」
と
あ
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。
通
し
て
「
(今
か
ら
宣
る
祝
詞
を
)皆
々
拝
聴
せ
よ

と
て
宣
り
聞
か
せ
る
」
の
意
。

右
の
よ
う
に
九
条
家
本
の
誤
り
を
明
快
に
指
摘
し
、
適
切
な
読
み
を
導
き

出
し
て
い
る
。

。

四
)i、

「延
喜
式
」
祝
詞
に
続
き
、
「
中
臣
寿
詞
」
へ
と
移
る
。「
中
臣
寿
詞
」
と

は
「
天
皇
の
践
一昨
大
嘗
祭
の
儀
式
に
お
い
て
、
即
位
さ
れ
た
天
皇
の
御
世
が

長
く
お
栄
え
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
、
中
臣
氏
が
申
し
上
げ
る
詞」

で
あ
る
。

「
解
説
」
で
は
「
中
臣
寿
詞
」
の
伝
来
と
校
訂
諸
本
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

「
中
臣
寿
詞
」
の
本
文

(原
文
)
に
つ
い
て
は
、
本
厨
宣
長
『
玉
が
つ
ま
』

(『
玉
勝
間
』)
本

(版
本
)
を
底
本
と
し
、
藤
波
家
本

(『
中
臣
秘
書
』
)
(藤
森

磐
氏
の
翻
刻
文
)、
査
井
義
知
本

(神
宮
文
庫
所
蔵
)、
そ
し
て
部
分
と
し
て
、

『本
居
宣
長
随
筆
』
、
本
居
宣
長
の
校
訂
稿
本
、
青
木
紀
元
氏
校
訂
本
文

(『
祝
詞
全
評
釈
』)
な
ど
で
校
訂
す
る
。
以
下
、
「
訓
読
文
」
「
注
解
」
「
考
」

と
続
く
。
「考
L

で
は
、
〔
何
故
「
天
神
寿
詞
」
と
言
い
得
る
の
か
〕
と
す
る

考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。。

以
上
、
本
書
に
つ
い
て
、

「解
説
」
を
中
心
に
、
そ
の

一
部
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
十
分
意
を
尽
く
せ
て
い
な
い
が
、
個
々
の
祝
詞
の
注
解
と

も
ど
も
本
書
に
就
い
て
見
ら
れ
た
い
。
粕
谷
氏
が
祝
詞
研
究
の
師
と
仰
ぐ
青

延
喜
式
祝
詞

木
紀
元
氏
の

『祝

詞

全

評

釈

中

臣

寿

詞

』
は
祝
詞
研
究
の

重
要
な
書
で
あ
る
が
、
本
書
も
ま
た
必
読
の
書
と
な
ろ
う
。

私
事
な
が
ら
、
自
主
撃
館
大
学
大
学
院
生
・
助
手
時
代
に
、
粕
谷
先
生
に
は

大
学
の
上
代
文
学
研
究
部
会
等
で
ご
指
導
い
た
だ
い
だ
。
平
成
四
年
に
、
先

生
は
大
学
を
退
任
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
学
恩
を
蒙
っ

て
い
る
。



本
書
を
読
ん
で
い
る
と
、
研
究
者
で
あ
り
、
宮
司
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら

(平
成
二
十
五

(二
O
一
三
)
年
十
月

れ
る
先
生
の
誠
実
な
人
柄
が
渉
み
出
て
い
る
と
感
じ
る
。
本
書
は
、
専
門
の

A
5
判

三
七
O
頁

研
究
者
や
神
職
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

一
般
の
方
々
に
も
祝
詞
の

詞
章
の
美
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
す
す
め
し
た
い
一
冊
で
あ
る
。

(お
お
し
ま

の
ぶ
お

・
皇
内
学
館
大
学
文
学
部
教
授
)

粕
谷
輿
紀
注
解

『延
喜
式
祝
詞

(付
)
中
臣
寿
詞
』

和
泉
書
院
刊

疋三

価

本
体
四
五

O
O円
+
税
)

四
九



報

!t 
Eヨ

一
報

告

一

O
菖
葉
一
日
旅
行

「
前
日
か
ら
降
り
続
く
雨
の
た
め
に
残
念
な
が
ら
参
加
者
数
は
三
十
名
弱

と
少
な
め
で
し
た
が
」
と
は
本
誌
第
二
百
十
六
号
に
記
し
た
昨
年
の
「
高
葉

一
日
旅
行
」
報
告
、
こ
と
し
は
ど
う
だ
ろ
う
と
案
じ
な
が
ら
当
日
の
朝
を
迎

え
て
み
れ
ば
、
み
ご
と
な
快
晴
1

五
月

一
O
日
午
前
九
時
三

O
分
の
天
理

駅
前
に
は
、
お
よ
そ

一
O
O名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
お
天

気
の
せ
い
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
古
代
文
学
に
ゆ
か
り
あ
る
土
地
を
踏
み
し

め
て
何
か
を
感
じ
た
い
と
望
む
人
が
着
実
に
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
違

し
な
し
。

今
回
の
案
内
役
は
、
坂
本
信
幸
委
員
と
上
野
誠
委
員
。
も
ち
ろ
ん
、
内
田

賢
徳
代
表
、
毛
利
正
守
委
員
に
よ
る
挨
拶
と
講
話
も
随
所
に
あ
る
。
行
程
は

次
の
通
り
。
い

そ

の

か

み

い

ち

ニ

う

ら

田
部
↓
石
上
市
神
社
↓
在
原
神
社
・
在
原
寺
跡
↓
高
良
神
社
↓
和
爾

下
神
社

・
人
麻
白
歌
塚

(柿
本
寺
跡
)
↓
機
本
高
塚
公
園
・
東
大
寺
山

古
墳
(
昼
食
)
↓
和
斑
坂
↓
和
爾
坐
赤
阪
比
古
神
社
↓
帯
解
黄
金
山
古

墳
(
舎
人
親
王
墓
伝
承
地
)
↓
山
村
・
円
照
寺
↓
崇
道
天
皇
八
嶋
陵

参
加
者
は
、
配
布
さ
れ
た
詳
し
い
資
料
を
眺
め
つ
つ
、
時
に
は
深
く
う
な
ず

き
、
時
に
は
大
い
に
笑
い
な
が
ら
、
解
説
に
聴
き
入
っ
た
。
筒
井
と
か
カ
エ

五。

ル
の
石
像
と
か
、
所
ど
こ
ろ
で
楽
し
い
器
物
も
目
に
入
っ
て
く
る
。
歌
塚
で

は
「
詩
歌
文
章
歌
ノ
神
正
一
位
人
麿
大
明
神
」
の
文
字
に
熱
心
に
手
を
合
わ

せ
る
学
生
さ
ん
が
い
た
。
よ
い
論
文
が
書
け
ま
す
よ
う
に
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。
「
大
阪
府
奈
良
警
察
機
本
分
署
跡
」
は
天
理
教
教
祖
が
留
置
さ
れ

取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
と
か
。
ほ
ん
と
う
に
蒙
を
啓
か
れ
る
こ
と
の

多
い
旅
で
あ
る
。

予
定
ど
お
り
全
行
程
を
踏
破
し
、
最
終
目
的
地
に
若
い
た
と
き
は
ま
だ
二

時
半
。
山
宗
道
天
皇
や
家
持
に
ま
つ
わ
る
講
話
を
聴
き
終
え
て
、

参
加
者
は
み

な
互
い
の
健
脚
を
称
え
合
っ
た
。
い
や
あ
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
回
目
立
っ
た
の
は
若
い
方
々
の
参
加
だ
。
東
京
大
学

・
奈
良
女
子
大

学
・
関
西
大
学
な
ど
か
ら
多
数
の
学
部
生
お
よ
び
大
学
院
生
た
ち
が
参
加
し

て
く
だ
さ

っ
た
。

頼
も
し
く
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
た
い
そ
う

目
立
っ
た
こ
と
に
、
自
転
車

(ロ
1
ド
バ
イ
ク
)
で
の
参
加
者
と
い
う
の
も

あ
っ
た
。

次
は
ど
ん
な
出
会
い
と
発
見
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

ま
だ
参
加
な
さ
っ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
来
年
こ
そ
は
、
ぜ
ひ
。

(影
山
尚
之
記
す
)
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O
第
六
十
七
回
高
葉
学
会
全
国
大
会
開
催
要
項

平
成
二
十
六
年

(二

O
一
四
年
)
度
の
全
国
大
会
を
、
十
月
十

一
日
か
ら

十
月
十
四
日
ま
で
、
天
理
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
要
領
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。公

開
講
演
会

日
時

十
月
十

一
日
(
土
)
午
後
二
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

天
理
大
学
柚
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス
九
号
棟
ふ
る
さ
と
会
館

会
場
学
会
挨
拶

学
会
代
表
京
都
大
学
名
誉
教
授

内
田
賢
徳
氏

挨挨
拶拶

天
理
大
学
副
学
長

大
橋
正
叔
氏

並
j可

健
氏

天
理
市
長

講
演よ
み
を
問
う
、
こ
と
ば
を
探
る

奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授

奥
村
悦
三
氏

天
理
と
万
葉
集

* ノ1ιコ、
開
講
j寅
メミ
A 

終
了
後

蔦
葉
学
A 
A 

奨
励
賞
授
賞
式

を
行
い坂
ま本
す信
。幸

ま氏

奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
館
長

全
国
大
会
開
催
要
項

た
、
授
賞
式
後
に
天
理
大
学
雅
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

懇
親
会

日
時

十
月
十

一
日

(土
)
午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で

会
場

天
理
大
学
柏
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス
心
光
館

会
費

六
千
円

(学
生
四
千
円
)

*
懇
親
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

研
究
発
表
会

日
時

十
月
十
二
日

(日
)
午
前
十
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

A 
A 

場

天
理
大
学
柚
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス

二
号
棟
二
四

A
講
義
室

午
前
の
部

(午
前
十
時
よ
り
)

「
泣
血
哀
働
歌
」
第

一
歌
群
の
構
成

-
死
と
そ
の
別
れ
、
認
識
か
ら
受
信
廿
へ
|

筑
波
大
学
大
学
院
生

書
持
挽
歌
に
お
け
る
仮
想
と
回
想東

京
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

橘
の
玉
貫
く
月

ー
万
葉
集
巻
十
七
冒
頭
歌
詳
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
|

多
摩
大
学
目
黒
高
等
学
校

茂
野
智
大
氏

瀧
口

翠
氏

松
田

聡
氏

五



全
国
大
会
開
催
要
項

午
後
の
部

(
午
後
一
時
半
よ
り
)

「
ノ
ミ
」
と
「
耳
」
字

-
上
代
に
お
け
る
字
l

訓
の
関
係
を
考
え
る
|

奈
良
県
立
五
保
高
等
学
校

土
居
美
幸
氏

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本
居
宣
長
手
沢
本

「万
葉
集
」
に
お
け
る
書
込

圏
内
学
院
大
挙
兼
任
講
師

城
崎
陽
子
氏

響
取
歌
の
類
の
表
現
形
式

流
通
科
学
大
学

上
森
鉄
也
氏

高
葉
集
巻
十
三
、
三
三
二
四
歌
の
解
釈

皇
準
館
大
学

大
島
信
生
氏

*
昼
食

(千
円
)
を
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ

ぃ
。
会
場
付
近
に
は
欽
食
庖
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
か
、
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

*
十
月
十

一
日
は
、
天
理
大
学
国
文
学
国
語
研
究
室
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

天
理
大
学
図
書
館
貴
重
典
籍
の
展
観
を
午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
の
間

で
行
い
ま
す
。

四

臨
地
調
査
研
究

〈大
和
か
ら
伊
勢
へ〉

十
月
十
三
日
(
月
)
よ
り
十
四
日

(火
)

i白

日

。
集
合
場
所

近
鉄
天
理
駅
前

。
集
合
時
刻

。
旅
程
第

一
日
目

五

八
時
半

石
上
神
宮
1

大
和
神
社
|
阿
太
峯
神
社
|
阿
陀
比
売
神
社
|
浄
見
原
神

社
!
桜
実
神
社
|
宇
賀
神
社
l
字
太
水
分
神
社
1

八
回
問
烏
神
社
|
香
落

渓
温
泉

(宿
泊
)

第
二
日
目 宿

泊

青
蓮
寺
レ

l
ク
ホ
テ
ル

一
重
県
名
張
市
青
蓮
寺
峯
の
山
一
六
五

TEL 

O
五
九
五
l
六
三
|
六

宿

l
息
速
別
命
墓
(
阿
保
親
王
墓
)
・
阿
保
頓
宮
跡
|
河
口
頓
宮

(関

{呂
)
跡
推
定
地
波
多
神
社
|
的
方
l
伊
勢
神
宮
外
宮
|
せ
ん
ぐ
う
館

J
R

・
近
鉄
伊
勢
市
駅

(
午
後
三
時
頃

一
次
解
散
予
定
)
|

J
R
奈
良

。
案
内 駅

(午
後
六
時
頃
二
次
解
散
予
定
)

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授

和
田

奉
氏

田
阪

仁
氏

元
斎
宮
歴
史
博
物
館
学
芸
課
長

。
参
加
費

。
募
集
人
員

二
九、

0
0
0円
(
学
生
二
五、

0
0
0
円
)

*
天
候

・
道
路
事
情
等
に
よ
り
コ

l
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

四
十
五
名



ま
た
、
解
散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

*
臨
地
調
査
研
究
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

O
懇
親
会
・
研
究
発
表
会
昼
食
・
臨
地
調
査
研
究
の
お
申
し
込
み
は
、
内
訳

を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

郵
便
口
座

0
0九
三

O
l
四

|
二
O
三

O
五
四

加
入
者
名

佐
野

宏
(
さ
の

ひ
ろ
し

申
し
込
み
締
め
切
り
は
九
月
三
十
日

(火
)
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
臨
地

調
査
研
究
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

O
問
い
合
わ
せ
先

高
葉
学
会
本
部

〒
五
六
四
|
八
六
八

O

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
西
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
合
同
研
究
室
丙

O
六

六

三

六

八

1
0
四
七
三
(
乾
善
彦
研
究
室
)

開
1
6

白
血
口
一

5
5、③
}
内
目
印
包
ロ
白
ロ
・
5

(乾
善
彦
研
究
室
)

*
出
張
懇
請
書
を
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
に
送
付
先

・
ご
氏
名
を

全
国
大
会
開
催
要
項

記
入
し
、
八
二
円
切
手
を
貼
付
の
上
、
学
会
本
部
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

*
電
話
は
通
じ
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
は
で
き
る
だ

け
メ

l
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
宿
泊
案
内

今
回
は
と
く
に
斡
旋
し
ま
せ
ん
が
、

J
R奈
良
駅
周
辺
の
ホ
テ
ル
で
あ

れ
ば
、

J
R
天
理
駅
ま
で
十
五
分

1
二
十
分
程
度
で
便
利
で
す
。
観
光
シ

ー
ズ
ン
で
す
か
ら
、
各
自
で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
一
日
(
土
)
、
十
二
日

(日
)
に
つ
い
て
は
、
天
理
教
教
団

の
宿
泊
施
設
「
第
三
八
母
屋
」

(天
理
市
笠
井
町
)
が
利
用
で
き
ま
す
。
朝

食
付
き
一
、
五

O
O円
(
各
部
屋
に
タ
オ
ル
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
イ
類
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
て
た
だ
し
相
部
屋
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け

グ
ル
ー
プ
ご
と
で
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
先

佐
野
宏

印
自
0
・E
B印
E
・mJ司
⑥
}
Q
O門
0
・E
・R-]匂

五



全
国
大
会
開
催
要
項

懇親会・研究発表会昼食・臨地調査研究

お申し込みは、下記へお願いいたします。同封の振込用紙をご利用にな

り、該当番号にOを付けて内訳をお知らせ下さい。お名前とご住所は必ず

記載してください。学生は所属を明記してください。

懇親会費

懇親会費 (学生)

12日の昼食代

臨地調査研究参加費

臨地調査研究参加費 (学生)

振り込み先

郵便口座

加入者名

6 0 0 0円

4 0 0 0円

1 000円

2 

2万90 0 0円

2万50 0 0円

3 

4 

00930-4-203054 

5 

ヒロシ)宏 (サノ佐野

申し込み締め切りは9月30日です。

五
四

0会場案内 (案内図参照)

天理駅から会場までは、徒歩25分、世ヲシーで8分です。大学までのパスの運行はありませんのでご注意ください。

を艦み掲載しています (編集部注)。

会員の皆様へは先に開催要項をお届けしておりますが、記録としての意義



編

輯

後

記

O
師
走
も
押
し
詰
ま
っ
た
こ
の
時
期
に
一
二
八
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
論
文
二
編
に
書
評
・
紹

介
各
一
編
を
も
っ
て
編
集
し
ま
し
た
。
ほ
か
に

「
蔦
葉
一
日
旅
行
」
の
報
告
と
、
本
年
度
全
国
大

会
の
開
催
要
項
を
収
載
し
て
い
ま
す
。
記
録
を
目

的
と
し
て
の
要
項
掲
載
で
す
。

O
乾
氏
論
文
は
昨
年
度
全
国
大
会
(
於

・
東
京
大

学
)
に
お
け
る
公
開
講
演
の
内
容
を
原
稿
化
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
、
高
松
氏
論
文
は
同
じ
く
昨
年

度
大
会
研
究
発
表
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
も
の

で
す
。
金
沢
氏
に
よ
る
書
評
、
大
島
氏
に
よ
る
紹

介
も
含
め
、
い
ず
れ
も
研
究
の
将
来
を
明
快
に
示

唆
し
て
有
意
義
で
す
。
ぜ
ひ
ご
精
読
く
だ
さ
い
。

O
本
年
度
全
国
大
会
は
十
月
十
一
日
(
土

)
1十
二

日
(
日
)
の
日
程
で
天
理
大
学
を
会
場
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
両
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
数

の
来
場
者
を
迎
え
て
盛
会
の
う
ち
に
終
了
。
川
島

二
郎
氏
を
は
じ
め
天
理
大
学
関
係
者
各
位
、
ま
た
、

天
理
市
ほ
か
関
係
各
位
に
あ
っ
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
台
風
の
影
響
で
臨
地
調
査
研
究
を
中
止
し

た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
こ
と
し
の

大
会
の
印
象
を
強
く
刻
み
つ
け
る
要
因
に
な
り
ま

し
た
。
報
告
記
事
は
次
号
で
す
。

O
次
年
度
全
国
大
会
は
信
州
大
学
教
育
学
部
キ
ヤ
ン

パ
ス
に
て
十
月
十
七
日
(
土
)
1
二
十
日

(火
)

の
期
間
で
開
催
す
る
予
定
、
会
場
校
で
は
す
で
に

準
備
に
着
手
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

O
許
報
本
年
五
月
十
七
日
、
元
編
輯
委
員
・
蜂
矢

宣
朗
氏
が
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。
つ
つ
し
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

〈〉
お
願
い
〈
〉

-
論
文
の
投
稿
、
書
籍
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で

「
0
0

九
O
O|
七
|
二
九
一
四
七
高
葉
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
寓
策
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

て
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

て
分
量
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度

(た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

一
、
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
四
部

(
コ
ピ

1
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

て
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

て
採
否
決
定
は
、
編
輯
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
市
内
葉
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
官
同
築
学
会
会
則

て
本
会
は
、
高
桂
木
学
会
と
称
す
る
。

て
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

て
官
同
葉
研
究
者
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
寓

葉
」
を
編
輯
・
発
行
す
る
。

て
本
会
は
、
年
一
凪
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会
・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
目
的

に
沿
、
7
事
業
を
行
う
。

て
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費

(誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
め

(四
月
)
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
本
部
を

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
西
大
学
文
学
部
圏
諸
国
文
学
専
修
合
同

研
究
室
内

(郵
便
番
号
五
六
四
|
八
六
八

O
)
 

に皿山
一く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯
・
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
霞
く
。
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